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豊野地区住民自治協議会だより 

第 82 号 
 

豊野町人口 男 4,471人（65歳以上 1,366人）女 4,668人（65歳以上 1,745人）（令和 6 年 2 月 1日現在） 
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2 月 3 日(土)、豊野公民館で「豊野地区福祉健康大会」を開催しました。この大会は、豊野地区のさら

なる地域福祉の推進を目的に毎年開催しており、長野市社会福祉功労者表彰とシンポジウム(討論会)を

行いました。 

シンポジウムは、台風 19 号災害によって重要性を再認識した「地域のつながり」をテーマに進められ

ました。まず、4 名のシンポジストから、災害当時のそれぞれの立場での活動を中心に発表がありまし

た。次にシンポジウムの進行役で災害から長期にわたって豊野の支援を続けてくださっている、長野県

社会福祉協議会 山﨑博之氏から、元日の能登半島地震被災地の現状や支援について報告していただきま

した。最後に、「地域のつながりをどう作っていくか？」について意見が交わされました。 

前豊野区長の善財孝文氏からは、「水害を経験し、自主防災が大事だった。訓練だけでなく、普段から

組長・民生委員・赤十字奉仕団などと連携をとることが大事。小さい単位からまとまろう。」と組織面に

ついての意見が出されました。 

長野市社会福祉協議会豊野地区地域たすけあい事業コーディネーターの北澤咲子氏からは、「ちょっと

した相談、たわいもない会話ができる相手をつくること。日頃のぬくぬく亭の雑談は防災につながる。」、

令和５年度の豊野地区ボランティア連絡協議会会長の山岸幸子氏からは、「コロナ禍でボランティアでき

る場が減った。頼りにされると活動しやすいので頼ってほしい。ぬくぬく亭が情報交換の場となり、今

後の福祉活動にもつながれば良い。」と、まちの縁側ぬくぬく亭について発言されました。 

 宝蔵院住職の田中智之氏からは、「知っている顔が多ければ多いほど良い。民生委員や住職を勤める中

で、『出会うこと』を楽しんでいる。積極的になれる気持ち、雰囲気のいい地域づくり、狭い中で生きて

いかないことが必要。」と発言されました。 

最後に山﨑氏から、「能登もこれから復興に向けての道を歩んでいく。被災地の豊野が先行して活発に

なれば、能登の復興のヒントになる。今後も活発な活動をお願いします。」と参加者へ呼びかけました。 

 

「福祉のまち豊野」冬の活動紹介 

 福祉健康部会 
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・とよのすこやかクラブ（はつらつ体操） 会場：かがやきひろば豊野    日時：毎週水曜日 10:00～11:15 

・おれん家カフェ（お茶のみサロン）会場：かがやきひろば豊野  日時：毎月第４木曜日 10:00～11:30 

・子育てサロン                 会場：かがやきひろば豊野     日時：毎月第2・4火曜日10:00～11:30 
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地域振興部会では毎年、「ゆたかちゃん」お守りを豊野東西小学校の新 1 年

生に配布しています。 

このお守りは、豊野特産のリンゴの枝を輪切りにして、町のキャラクター

「ゆたかちゃん」の焼印を押したもので、安全・健康を願い、豊野町蟹沢の

大乗院で魂入れをしてから子ども達に贈られます。 

豊野地区外の小学校へ入学される新 1 年生でお守りをご希望の方は事務局

へご相談ください。 

 

〇毛布など 匿名様 〇寄付金 10,000 円・切手 匿名様 

１月２６日(金)、人権教育部会は長野県人権啓発センターで 14 名が視察

研修し、人権啓発相談員の宮澤茂樹先生から差別戒名についてのお話を聞

きました。 

戒名に、「革」や「畜」などの死者を貶めるような文字を使うなど様々な

差別的な戒名があり、加えて差別戒名を付けるためのテキストも存在して

いたことを知り、大きな憤りを覚えました。 

 今回の研修を通して、「知ること」そして「学び続けること」こそが私た

ちの周りから理不尽な差別をなくしていくための根本だと改めて感じま

した。各区、各組でも工夫を凝らして研修を実施していただきたいと願っ

ています。 

 

人権教育部会  

私の地区の福祉会活動 

中央組の「中央フレンズ」では、11 月の

おしゃべりサロンで、煎茶をおいしく淹

れるコツを学びました。 

 

 
豊野東 
地区 

輝く！ボランティアグループ！ 

 

地域振興部会  

新メンバーが加わり、2 月のおれん家カフェで演奏を

行いました！懐かしい歌謡曲、「ふるさと」、「ゆたか

のまち」で会場の皆さんと一緒に盛り上がりました。 

 

イケダバンド 


